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『日本のオンライン教育最前線──アフターコロナの学びを考える』（明石書店）
石戸奈々子（CANVAS理事長）編著 発刊のお知らせ

株式会社明石書店より石戸奈々子(NPO法人CANVAS理事長)が編著を務める書籍 『日本のオンライン教

育最前線──アフターコロナの学びを考える』が10月9日に発売されます。ぜひ貴社媒体を通じて、本書を広

くお知らせいただきたく、ご検討くださいますようお願い申し上げます。

本書は、コロナ禍における自治体、学校、民間、保護者の奮闘の記録を試みたものです。子どもたちの学びを止め

ない！という共通の強い思いから、多くの人たちが立場を超えて連携しながら、試行錯誤の中で最善を尽くしました。

子どもたちの学びを止めないために今何をすればよいのか。

世界の動向、国内の先進自治体や学校現場、民間の教育産業の取組を通して、AI×データ時代の本格到来を前

に急激に変化する学びの最前線をお伝えします。本書がアフターコロナ教育の構築の一助になることを願っています。

本書の紹介

【書誌情報ページ】

・Amazon https://www.amazon.co.jp/dp/4750350915/

・明石書店 https://www.akashi.co.jp/book/b529389.html

https://www.amazon.co.jp/dp/4750350915/
https://www.akashi.co.jp/book/b529389.html
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特定非営利活動法人CANVAS

CANVASはこどものための創造・表現の場を提供し、

豊かな発想を養う土壌を育てることを目標として設立されたNPOです。

これまで50万人のこどもたちにワークショップに参加いただきました。

こどもたちに新しい表現を生み出してほしい、新しい世の中を築いて

いってほしい。そんな願いを叶えるため、産官学さまざまなプレイヤーの

みなさまと連携しながら「未来をつくる」プロジェクトを生み出しています。

CANVASホームページ http://www.canvas.ws

問い合わせメールアドレス information@canvas.ws

本件に関する一般及び報道機関からのお問い合わせ先

東京大学工学部卒業後、マサチューセッツ工科大学メディアラボ客員研究員を経て、NPO法人CANVAS、株式会社

デジタルえほん、一般社団法人超教育協会等を設立、代表に就任。慶應義塾大学教授。総務省情報通信審議会委

員など省庁の委員多数。NHK中央放送番組審議会委員、デジタルサイネージコンソーシアム理事等を兼任。政策・メ

ディア博士。

著書には「子どもの創造力スイッチ！」（フィルムアート社）、「プログラミング教育ってなに？親が知りたい45のギモン」

（ジャムハウス）、「デジタル教育宣言」（KADOKAWA）をはじめ、「マンガでなるほど! 親子で学ぶ プログラミング教育」（イ

ンプレス）などプログラミング教育関連の翻訳・監修書も多数。これまでに開催したワークショップは 3000回、約50万人

の子どもたちが参加。実行委員長をつとめる子ども創作活動の博覧会「ワークショップコレクション」は、2日間で10万人

を動員する。デジタルえほん作家＆一児の母としても奮闘中。

http://creativekids.jp/
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